
　
岐
阜
県
関せ
き

市し

は
、
か
つ
て
多
く
の
刀か
た
な

鍛か

冶じ

が
活
躍

し
、
現
在
も
「
刃
物
の
ま
ち
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
大や
ま
と和

（
奈
良
）
か
ら
こ
の
地
に
移
り
住
ん
だ

刀
鍛
冶
た
ち
が
、
氏う
じ

神が
み

と
し
て
奈
良
の
春か
す
が日

大た
い

社し
ゃ

か

ら
勧か
ん

請じ
ょ
う

、
創
建
し
た
の
が
春か
す
が日
神じ
ん

社じ
ゃ

で
す
。

　
室
町
時
代
十
五
世
紀
前
半
か
ら
刀
鍛
冶
が
衰
退
す

る
江
戸
時
代
後
期
ま
で
、
春
日
神
社
で
は
、
正
月

二
十
八
日
に
、
刀
鍛
冶
ら
が
奉
納
す
る
神し
ん

事じ

能の
う

を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
能
が
盛
ん
に
演
じ
ら
れ
ま
し

た
。
刀
鍛
冶
、
領
主
の
ほ
か
、
庶
民
に
至
る
ま
で
広

く
能
を
楽
し
ん
で
い
た
こ
と
が
記
録
か
ら
う
か
が
え

ま
す
。

　
春
日
神
社
の
境
内
に
は
、
古
い
形
式
の
能
舞
台
が

あ
り
、
六
十
件
を
超
え
る
能の
う

装し
ょ
う

束ぞ
く

の
ほ
か
、
能の
う

面め
ん

四
十
八
面
、
狂き
ょ
う

言げ
ん

面め
ん

五
面
、
行ぎ
ょ
う

道ど
う

面め
ん

・
追つ
い

儺な

面め
ん

な
ど

八
面
の
、
合
計
六
十
一
の
仮
面
が
伝
来
し
て
い
ま

す
。
仮
面
は
室
町
時
代
の
作
を
多
く
含
む
点
が
貴
重

で
、
平
成
二
十
二
（
二
〇
一
〇
）
年
、
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
こ
の
六
十
一
面
す
べ

て
を
三
期
に
分
け
て
展
示
し
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
名
品
で
す
が
、
最
も
注
目
す
べ
き
は

「
一
ト
ウ
作
」
と
銘
の
あ
る
「
能
面 

尉じ
ょ
う

（
笑わ
ら
い

尉じ
ょ
う

）」

（
№
3
）
で
す
。
近
世
以
降
の
能
狂
言
面
は
、
様
式

が
完
成
し
、
型
を
踏
襲
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
笑
尉
の
一
本
ず
つ
刻
ん
だ
歯
、
や
わ
ら

か
な
唇
、
生
き
生
き
と
し
た
表
情
は
、
定
型
化
し
た

能
面
と
は
一
線
を
画
す
る
も
の
で
す
。
創
造
力
に
満

ち
た
造
形
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Seki in Gifu Prefecture was a thriving hub 
of swordsmiths from ancient times. Seki’s 
Kasuga Shrine served as the tutelary shrine 
for these artisans. This display features Noh 
masks, Kyōgen masks and other masks passed 
down through the shrine’s long history.
    The masks are all masterpieces, though 
Noh Mask: Jō (Waraijō) is particularly 
worthy of note. The style of Noh masks was 
formalized from early modern times, with 
masks subsequently produced according 
to fixed templates. The Waraijō mask is 
different, though, with a striking originality 
clearly apparent in the soft lips, the vivid 
expressions, and the way the teeth have been 
carved out one by one.

特集

岐阜県関市・
春日神社の能狂言面
Thematic Exhibition
The Noh and Kyōgen Masks of Kasuga Shrine in Seki

令和3（2021）年7月20日（火）～ 9月26日（日）
東京国立博物館  本館14室

Tokyo National Museum, Japanese Gallery, Room 14
July 20 – September 26, 2021
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春
日
神
社
に
は
室
町
か
ら
安
土
桃
山
時
代
の
貴
重
な
能
装
束
が
多

く
伝
わ
り
、
そ
の
う
ち
三
十
九
件
が
一
括
し
て
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
く
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
能
狂
言

面
、
古こ

楽が
く

面め
ん

六
十
一
件
に
も
、
近
世
以
降
の
形
式
に
則
っ
た
造
形
で

な
く
、
創
造
力
に
富
ん
だ
、
室
町
か
ら
安
土
桃
山
時
代
の
作
と
思
わ

れ
る
も
の
が
多
く
含
ま
れ
ま
す
。
能
楽
が
大
成
し
た
室
町
時
代
十
五

世
紀
、
そ
の
中
心
で
あ
っ
た
大や
ま
と和
猿さ
る

楽が
く

四よ

座ざ

の
金こ
ん

春ぱ
る

、
宝ほ
う

生し
ょ
う

と
の
繫つ
な

が
り
を
思
わ
せ
る
銘め
い

の
あ
る
能
狂
言
面
も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
関
の
刀
鍛
冶
の
故
郷
が
大
和
で
あ
り
、
関
で
古
く
か
ら
能
楽
が

盛
ん
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

春
日
神
社
の
境
内
に
は
、
中
世
の
絵
巻
な
ど
に
も
描
か
れ
る
、
鏡か
が
み

板い
た

や
橋は
し

懸が

か
り
の
な
い
古
い
形
式
の
能
舞
台
が
あ
り
、
幕
末
頃
ま
で

刀
鍛
冶
ら
に
よ
っ
て
能
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
神
事
能
で

使
用
さ
れ
た
の
が
翁お
き
な

面め
ん

で
す
。
天て
ん

下か

泰た
い

平へ
い

、
五ご

穀こ
く

豊ほ
う

穣じ
ょ
う

を
祈
る
翁お
き
な

舞ま
い

で
用
い
る
神
の
面
で
、
多
く
の
面
の
な
か
で
も
特
別
な
存
在
で
す
。

1
◎能面 翁

おきな

（白
はく

色
しき

尉
じょう

）
Noh Mask: Okina (Hakushikijō)
室町時代・15～16世紀　
第3期展示2

◎能面 翁
おきな

（黒
こく

色
しき

尉
じょう

）
Noh Mask: Okina (Kokushikijō)
室町時代・15世紀　第3期展示

春日神社 能舞台
画像提供：関市文化財保護センター

春日神社と能
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面裏 右側面左斜め

　

笑
尉
（
№
3
）
面
裏
の
「
一
ト
ウ
作
」
と
い
う
刻
銘
は
、
一
ト
ウ
と
い
う
名
の
面め
ん

打う
ち

（
能
面

作
家
）
の
作
で
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。
従
来
、
こ
の
一
ト
ウ
は
、
世ぜ

阿あ

弥み

の
『
申さ
る

楽が
く

談だ
ん

儀ぎ

』

に
登
場
す
る
伝
説
的
な
面
打
赤し
ゃ
く

鶴づ
る

の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近
の
研
究

で
は
、
赤
鶴
と
一
ト
ウ
が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
が
疑
問
視
さ
れ
、
別
人
と
見
る
説
が
有
力
で

す
。
こ
の
面お
も
て

の
「
一
ト
ウ
作
」
と
い
う
銘
が
い
つ
刻
ま
れ
た
の
か
は
不
明
で
す
。
た
だ
、
江
戸

時
代
に
作
ら
れ
た
面
に
も
「
一
ト
ウ
」
と
刻
む
も
の
が
あ
り
、
春
日
神
社
の
笑
尉
と
同
様
に
、

面
裏
が
滑
ら
か
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
一
ト
ウ
が
面
の
名
手
で
あ
り
、
そ
の
面

裏
は
滑
ら
か
に
仕
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
江
戸
時
代
に
広
く
知
ら
れ
、
写
し
が
作
ら
れ

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

3
◎能面 尉

じょう

（笑
わらい

尉
じょう

）
Noh Mask: Jō (Waraijō)

「一トウ作」陰刻　室町時代・15世紀　通期展示

笑
尉
の
作
者
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能
面
の
作
者
名
は
、
文
字
の
陰い
ん

刻こ
く

や
「
知し

ら
せ
鉋か
ん
な

」（
面
裏
を
削
っ
た
部
分
に
刻
ま
れ

る
固
有
の
刀
の
跡
）、
焼や
き

印い
ん

で
示
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
銘
は
、
後
世
に

加
え
ら
れ
た
り
写
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
も
多

い
た
め
、
す
べ
て
を
信
じ
る
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
が
、
よ
く
吟
味
す
れ
ば
、
作
者
や
制

作
年
代
を
考
え
る
手
掛
か
り
に
な
り
ま
す
。

春
日
神
社
の
面
に
は
よ
く
知
ら
れ
た
面
打
の

銘
が
複
数
見
ら
れ
ま
す
。

　

霊
男
（
№
4
）
に
は
、
室
町
時
代
に
活
躍

し
た
面
打
、
越え
ち

前ぜ
ん

出で

目め

家け

の
初
代
出で

目め

満み
つ

照て
る

の
作
と
示
す
「
舞
歌
」
の
陰
刻
と
知
ら
せ
鉋

が
、
女
（
若
女
、
№
5
）
に
は
、
近お
う
み江

井い

関せ
き

家け

の
「
イ
セ
キ
◇
」
の
陰
刻
が
確
認
で
き
ま

す
。
ま
た
、
霊
男
（
怪
士
、
№
6
）
に
は

「
紀き

太た

新し
ん

次じ

郎ろ
う

作さ
く

」
の
陰
刻
が
あ
り
、
と
て

も
薄
く
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

紀
太
新
次
郎
の
詳
細
は
不
明
で
す
が
、
非
常

に
優
れ
た
面
打
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
。

ほ
か
に
も
、
面
打
ダ
ン
マ
ツ
マ
の
印
と
さ
れ

る
「

」
の
陰
刻
が
女
（
若
女
、
№
7
）

に
、
面
打
角す
み
の
ぼ
う坊
の
も
の
と
さ
れ
る
「
天て
ん

下か

一い
ち

若わ
か
さ
の
か
み

狭
守
」
の
焼
印
が
女
（
増
、
№
8
）
に
確

認
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
は
春
日
神
社
の
能
の

隆
盛
を
物
語
る
だ
け
で
な
く
、
春
日
神
社
の

歴
史
を
考
え
る
う
え
で
も
重
要
な
鍵
に
な
る

で
し
ょ
う
。

4
◎能面 霊

りょうのおとこ

男
Noh Mask: Ryō-no-otoko
出目満照作　

「舞歌」陰刻
室町時代・16世紀
第3期展示

6
◎能面 霊

りょうのおとこ

男（怪
あやか

士
し

）
Noh Mask: Ryō-no-otoko (Ayakashi)

「紀太新次郎作」陰刻　室町時代・15～16世紀　
第3期展示

5
◎能面 女

おんな

（若
わか

女
おんな

）
Noh Mask: Onna (Wakaonna)

「イセキ◇」陰刻　
室町～安土桃山時代・16世紀　
第3期展示

春
日
神
社
の
面
を
作
っ
た
面
打
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春
日
神
社
の
能
面
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｔ
に

よ
る
構
造
・
木き

取ど

り
の
把
握
、
３
Ｄ
計
測
、

蛍
光
エ
ッ
ク
ス
線
に
よ
る
彩
色
等
の
元
素
分

析
な
ど
、
科
学
機
器
を
用
い
た
調
査
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て

い
る
段
階
で
す
が
、
調
査
の
な
か
で
同
じ
面

打
の
作
と
見
ら
れ
る
二
面
を
見
出
し
ま
し

た
。
男
（
若
男
、№
9
）
と
男
（
喝
食
、№
10
）

で
す
。
額
が
広
く
、
紡ぼ
う

錘す
い

形
の
鼻
、
口
角
の

上
が
っ
た
口
、
鼻
の
下
の
窪
み
（
人じ
ん

中ち
ゅ
う

）
の

形
が
共
通
し
ま
す
。
円
形
の
鼻
孔
、
面
裏
の

刳
り
、
黄
み
を
帯
び
た
肌
の
色
も
よ
く
似
て

い
ま
す
。
男
（
№
9
）
に
「
春
日
」
の
墨
書

が
あ
る
の
み
で
、
面
打
、
寄
進
者
、
制
作
年

な
ど
の
情
報
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
個
性
的
な

特
色
が
あ
る
の
で
、
今
後
の
全
国
的
な
調
査

で
同
じ
面
打
の
在
銘
作
が
発
見
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

7
◎能面 女

おんな

（若
わか

女
おんな

）
Noh Mask: Onna (Wakaonna)

「 」陰刻　室町～安土桃山時代・16世紀　
第2期展示

8
◎能面 女

おんな

（増
ぞう

）
Noh Mask: Onna (Zō)

「天下一若狭守」焼印、「さう」墨書　
安土桃山～江戸時代・16～17世紀　第2期展示

9
◎能面 男

おとこ

（若
わか

男
おとこ

）
Noh Mask: Otoko (Wakaotoko)

「春日」墨書　
室町～安土桃山時代・16世紀　
第1期展示

10
◎能面 男

おとこ

（喝
かっ

食
しき

）
Noh Mask: Otoko (Kasshiki)
室町～安土桃山時代・16世紀　
第3期展示

造形から探る面打
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現
在
、
能
面
は
二
五
〇
種
類
ほ
ど
あ
り
、

名
称
と
形
が
定
ま
っ
て
い
て
判
別
が
容
易
で

す
。
し
か
し
、
世
阿
弥
の
『
申
楽
談
儀
』
に

は
「
年
寄
た
る
」
尉
、「
顔
細
き
」
尉
、「
ち

と
年
寄
り
し
く
あ
る
女
」
な
ど
と
記
さ
れ
る

の
み
で
、
面
の
名
称
は
な
く
、
種
類
も
少
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。
室
町
時
代
末
か
ら
安
土

桃
山
時
代
に
は
種
類
が
増
え
、
名
称
と
と
も

に
形
も
決
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
の

作
は
、
定
型
と
は
異
な
る
表
現
を
し
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
尉
（
鼻
瘤
悪
尉
、
№
11
）

は
、
現
在
の
形
と
似
て
い
ま
す
が
、
鼻
の
瘤

が
不
明
瞭
で
、
額
の
皺
が
多
い
点
が
異
な
り

ま
す
。
一
方
で
、
眉
間
の
Ｖ
字
状
の
皺し
わ

、
両

側
頭
部
に
刻
む
血
管
、
長
い
耳
は
、
定
型
に

受
け
継
が
れ
ま
し
た
。
鬼
神
（
獅
子
口
、

№
12
）
は
、
頭
頂
に
水
平
に
黒
色
を
引
い
て

冠
形
を
描
き
、
血
管
を
取
り
除
け
ば
定
型
に

な
り
ま
す
。
春
日
神
社
の
能
面
は
型
を
踏
襲

す
る
以
前
の
古
い
時
代
の
能
の
様
子
を
伝
え

て
い
る
の
で
す
。

　

か
つ
て
関
の
刀
鍛
冶
た
ち
は
そ
の
繁
栄
を
願
っ
て
、
能
を
春
日

神
社
に
奉
納
し
て
い
ま
し
た
。
毎
年
正
月
二
十
八
日
に
関せ
き

鍛か

冶じ

七し
ち

流り
ゅ
う

の
鍛
冶
ら
が
、
シ
テ
、
ツ
レ
、
ワ
キ
、
囃は
や
し

方が
た

、
謡う
た
い

と
役
割
を
分

担
し
て
演
じ
、
善ぜ
ん

定じ
ょ
う

家け

の
惣そ
う

領り
ょ
う

が
翁
を
務
め
た
と
い
い
ま
す
。
慶

安
三
年
（
一
六
五
〇
）
の
演
能
の
座
席
図
に
は
、「
忽そ
う

鍛か

冶じ

」
の

席
が
確
認
で
き
、
こ
う
し
た
能
の
上
演
は
幕
末
頃
ま
で
続
い
た
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
正
月
二
十
八
日
に
寄
進
し
た
旨む
ね

の
銘
の
あ
る
面
が
複
数
確
認
さ
れ
ま
す
。「
兼か
ね

房ふ
さ

」「
房ふ
さ

」
の
銘
の

あ
る
面
は
、
鍛
冶
の
惣
領
を
担
っ
た
兼
房
に
か
か
わ
る
こ
と
を
意

味
す
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
能
の
金
春
流
や
宝
生
流
と

の
か
か
わ
り
を
示
す
銘
の
あ
る
面
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
和
猿
楽

四
座
と
刀
鍛
冶
と
の
繫
が
り
も
想
起
さ
れ
る
の
で
す

11
◎能面 尉

じょう

（鼻
はな

瘤
こぶ

悪
あく

尉
じょう

）
Noh Mask: Jō (Hanakobu-akujō)
室町時代・15世紀  
第2～3期展示

12
◎能面 鬼

き

神
しん

（獅
し

子
し

口
ぐち

）
Noh Mask: Kishin (Shishiguchi)
室町時代・15世紀　
第3期展示

14
◎能面 男

おとこ

（若
わか

男
おとこ

）
Noh Mask: Otoko (Wakaotoko)

「宝生太夫」「タツエモン」陰刻、
「春日」朱書　
室町時代・15世紀　
第3期展示

刀
鍛
冶
と

　

春
日
神
社
の
面

定型化以前の能面



7

13
◎能面 尉

じょう

（悪
あく

尉
じょう

）
Noh Mask: Jō (Akujō)

「兼房」墨書
室町時代・15～16世紀　
第1期展示

15
◎能面 怨

おん

霊
りょう

（蛇
じゃ

）
Noh Mask: Onryō ( Ja)

「宝生太夫」「ヲモテ」
「シャクツル」陰刻、
「春日」「□郎寄進」朱書
室町時代・16世紀
第1～2期展示

14
◎能面 男

おとこ

（若
わか

男
おとこ

）
Noh Mask: Otoko (Wakaotoko)

「宝生太夫」「タツエモン」陰刻、
「春日」朱書　
室町時代・15世紀　
第3期展示

16
◎能面 女

おんな

（小
こ

面
おもて

）
Noh Mask: Onna (Ko-omote)

「小面写／永和弐年／三月日／
金春元安（花押）」墨書　
室町時代・15～16世紀　
第3期展示



　

春
日
神
社
に
は
能
面
の
ほ
か
、
能
と
と
も
に
演
じ
ら
れ
る
狂
言
で
使
用

す
る
狂
言
面
、
儀
式
で
用
い
ら
れ
る
追
儺
面
、
行
道
面
な
ど
が
伝
わ
っ
て

お
り
、
特
に
狂
言
面
に
は
素
晴
ら
し
い
造
形
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
現
存

す
る
面
の
種
類
に
は
偏
り
が
あ
る
た
め
、
お
そ
ら
く
も
っ
と
多
く
の
面
が

あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。
神
事
能
を
は
じ
め
と
し
た
祭
礼
は
、
も

と
も
と
は
厳
粛
な
神
事
で
す
が
、
一
方
で
春
日
神
社
の
能
狂
言
を
庶
民
も

楽
し
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
儀
式
や
祭
礼
も
地
元
の
人
び
と
の

信
仰
が
作
り
上
げ
た
文
化
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

18
◎狂言面 伯

はく

蔵
ぞう

主
す

Kyōgen Mask: Hakuzōsu
「房」針書　
室町時代・15～16世紀　
第3期展示

17
◎古楽面 鬼

き

神
しん

Kogaku Mask: Kishin
室町時代・15～16世紀　
第1期展示

19
◎狂言面 乙

おと

Kyōgen Mask: Oto
室町時代・15～16世紀　
通期展示

凡例
・掲載作品は、すべて春日神社の所蔵品です。
・�図版の作品データは、指定（◎は重要文化財）、名称、作者等、時代・世紀、展示期間（第1期：7月20日～8月15日、第2期：8月17日～9月5日、�
第3期：9月7日～26日）の順に記しています。なお、展示期間は都合により変更される場合があります。
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能
面
以
外
の
面


